
平成２４年度決算について 

 

平成２４年度決算は平成２５年５月２４日に監事の監査報告を受け、平成２５年５月２

９日に理事会で議決され同日開催の評議員会で報告されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．平成２４年度消費収支計算書の概要（前年度対比） 

 

【消費収支計算書とは】 

企業会計の損益計算書にあたるもので、主に財政の健全化を測定する尺度として用い 

られます。学生生徒等納付金等の学校法人の負債とならない収入である「帰属収入」か 

ら「基本金繰入額」を控除した「消費収入」と、人件費、教育研究経費等、資産の消費 

額である「消費支出」の差額を計算することにより、消費収支の均衡状態を明らかにし 

ます。「消費収入」と「消費支出」のバランスをとることが重要であり、利益の多寡を明 

らかにする企業会計の損益計算書とは目的が異なります。 

 

【平成 24年度の概要】 

  平成 24年度の帰属収入は 72億 551万円で、前年度と比較すると 1億 7,765万円の 

減収となりました。 

学生納付金、医療収入が前年度と比較して減収となるなか、補助金の 100％交付や円安

による資産運用収入の増収もありました。前年度と比較した主な減収要因としては、退

職金財団からの交付金収入によるものと考えられます。 

 

 消費支出は 69億 5,166万円で、前年度と比較すると 8億 6,771万円の支出減となりま

した。 

～ 平成２４年度決算 ～ 

 

 歯学部学生数の減少により学納金収入は対前年度比で減収となったが、経常費補助金が

100%交付となったことや円安による資産運用収入の増収、また支出面では人員減による人件

費の削減や全学的な経費削減効果により、念願であった帰属収支差額の黒字化（2 億 5,384

万円）を達成することができた。また、教育研究キャッシュフローは前年に引き続き 10 億円

超の黒字を計上しており、本学の経営状態は、日本私立大学振興・共済事業団が定める「定量

的な経営判断指標に基づく経営状態」において、正常状態とされるＡランクにわずか 3年で回

復したことになる。 

しかしながら、学生数の減少、歯学部授業料の値下げによる収入減が懸念される中、人件費比

率は 53.29％と、全国平均に比べ依然高い状況にあり、今後の大きな課題である。 



人員減による人件費支出の削減、減価償却費負担が軽くなったことによる教育研究経

費、管理経費の支出減に加え、前年度は有価証券の評価損（及び処分損）5億 7,000万円

を計上したため、消費支出が大幅に増加したことが要因としてあげられます。 

 

 

 

 

２．平成２４年度資金収支計算書の概要 

 

【資金収支計算書とは】 

当該会計年度(4月 1日から翌年 3月 31日）の諸活動に対応するすべての資金の収入お 

よび支出の内容を明らかにし、その年度における支払資金の収支と支出との顛末を明ら 

かにすることです。当該年度の実際の現預金の動きを明らかにするために、調整勘定を 

設けています。 

 

【平成 24年度の概要】 

資金収入、支出とも消費収支計算書の概要の通りです（消費収支固有の現物寄付、退 

職給与引当金繰入額、減価償却額、資産処分差額、徴収不能引当金繰入額は除く）。 

設備関係支出は図書支出 2,306万円や横浜クリニックの内視鏡システム等を整備し、1億

802万円となりました。前受金収入は、歯学部入学数の減少により、1億 1,126万円の減

収となりました。 

学生生徒等納付金収入～雑収入までの収入合計 71億 8,891万円から、人件費支出～設 

備関係支出までの支出合計 60億 307万円の差が＋11億 8,584万円となり、前受金収入 

や資産運用支出、その他の収入・支出調整勘定の差が＋1億 850万円で、その合計 12億 

9,434万円が前年度繰越支払資金から増加し、次年度繰越支払資金は 39億 47万円となり 

ました。 

 

 

 

学生生徒納

付金
55.21%

手数料

0.45%

寄付金

0.60%

補助金

6.62%資産運用

収入
1.35%

事業収入

0.60%

医療収入

30.49%

雑収入

4.69%

平成24年度帰属収入構成比

人件費

55.23%

教育研究費

31.20%

管理経費

11.08%

資産処分差

額
2.42%

平成24年度消費支出構成比比率（対帰属収入）



３．平成２４年度貸借対照表の概要 

 

 貸借対照表とは当該会計年度末の資産及び負債・基本金・消費収支差額を明らかにし、

学校法人の財政状況を一覧としたものです。 

 

【資産の部】 

 有形固定資産の減少は、建物・構築物・機器備品の減価償却及び耐用年数が過ぎた資産

の除却によるものです。 本年度、すでに廃科となった短大文系学科の図書（1 億 6,812 万

円）を除却しました。 

 

【負債の部】 

 退職給与引当金は、期末の必要額（要支給額）を基に、私立大学退職金財団の掛金の累

計額と交付金の累計額との繰入調整額を加減した金額の 100％を引き当てています。 

 なお、本法人の借入金はありません。 

 

【基本金の部】 

学校法人がその諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に保持するために維持すべき

ものとして、その帰属収入のうちから組み入れた金額を基本金とし、以下の第１号基本金

から第４号基本金があります。 

 

第１号基本金・・・「学校の設置や規模の拡大その他学校法人の諸活動の計画に基づいて、

学校法人が継続的に保持すべきものとして一定の資産を定め、これら

の資産の額」に相当する金額 

 建物や構築物、機器備品、図書など取得した固定資産の取得額 

 

第２号基本金・・・「学校法人が新たな学校の設置又は既設の学校の規模の拡大若しくは

教育の充実向上のために将来取得する固定資産の取得に充てる金銭そ

の他の資産の額」に相当する金額 

将来取得する固定資産の取得に充てるための積立額 

 

第３号基本金・・・「基金として継続的に保持し、かつ運用する金銭その他の資産の額」 

元本を継続的に保持運用することにより生じる果実を教育研究活

動に使用するために、寄付者の意思又は学校法人独自で設定した

奨学基金、研究基金、海外交流基金等 

 

第４号基本金・・・「恒常的に保持すべき資金の額」に相当する金額 

経常的な消費支出の１ヶ月分 

 

 

 



４．財務情報に係る経年変化 

 

 

教育研究活動のキャッシュフロー推移 

 

 

 

 

帰属収支差額推移 
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平成20年度～平成24年度 財務比率比較表（法人）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
平成22年度
全国平均

財務比率の
高低の評価
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帰属収入

人件費

学生生徒等納付金
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１．法人の概要

（単位　人）

平成23年度 平成24年度

歯学部 120 720 652 588 81.7%

大学院　歯学研究科 18 72 63 79 109.7%

神奈川歯科大学　計 138 792 715 667 84.2%

歯科衛生学科 120 360 190 216 60.0%

看護学科 80 240 281 282 117.5%

湘南短期大学　計 200 600 471 498 83.0%

平成24年5月1日現在の人数                 （単位  人）

神奈川歯科大学

学部・学科 入学定員 総定員学校名

   （１）設置する学校・学部・学科および入学定員、学生数の状況

在籍学生数

平成24年度　事業報告書

24年度
充足率

湘南短期大学

   （２）役員・教職員の概要

※在籍学生数は平成24年5月1日現在の人数

男 女 歯 男 女 短

男 女 男 女 男 女 男 女 計 計 計 男 女 計 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計 計 計 男 女 計

学 長 ・ 副 学 長 1 1 1 1 1

教 授 3 9 1 10 1 22 2 24 (1) (1) (2) 2 3 2 2 4 5 9 26 7 33

准 教 授 5 8 7 20 20 (2) (2) 1 1 1 1 2 3 21 2 23

講 師 11 4 28 7 1 40 11 51 (8) (2) (10) 3 1 5 1 8 9 41 19 60

助 教 1 1 21 7 1 22 9 31 (3) (1) (4) 4 5 9 9 22 18 40

助 手 5 3 5 3 8 (3) (3) (6) 2 2 2 2 4 7 5 12

[ 小 計 ] 8 29 6 71 18 2 1 110 25 135 (17) (7 ) (24) 3 11 5 15 8 26 34 118 51 169

事 務 系 職 員 4 10 14 18 18 28 46 3 5 8 2 3 2 5 4 8 12 2 2 4 27 43 70

( 司 書 ) (3) (3) (3) (3) (3)

技 術 系 職 員 2 1 2 1 3 2 1 3

薬 剤 師 2 2 2 2 2 4 4

診療放射線技師 2 2 2 1 1 2 3 1 4

技 工 士 7 1 7 1 8 1 1 8 1 9

臨床検査技師 3 3 3 2 2 5 5

歯 科 衛 生 士 25 2 27 27 19 19 46 46

医 師 2 2 2 2

看 護 師 15 15 15 17 17 32 32

視 能 訓 練 士 2 2 2 2

[ 職 員 小 計 ] 13 56 16 21 29 77 106 5 50 55 2 3 2 5 4 8 12 2 2 4 40 137 177

合 計 8 29 6 84 74 18 22 139 102 241 5 50 55 5 14 7 20 12 34 46 2 2 4 158 188 346

特 任 教 員 19 2 21 19 2 21

医 員 （ 5 日 ） 27 20 27 20 47 27 20 47

医 員 （ 3 日 ） 2 5 2 5 7 23 18 41 25 23 48

特 別 研 究 員 3 2 4 1 7 3 10 7 3 10

研 修 歯 科 医 46 27 46 27 73 8 6 14 54 33 87

非常勤（有給） 21 3 31 6 52 9 61 2 2 4 15 10 15 10 25 69 21 90

非常勤（無給） 4 77 13 139 22 220 35 255 3 3 223 35 258

客 員 教 授 45 45 45 45 45

パ ー ト 1 1 2 29 4 3 34 37 12 26 38 1 1 1 15 61 76

[ 短 大 ]
総
男
計

総
女
計

総

計
[ 一 般 ] [ 基 礎 ] [ 臨 床 ] [ 歯 大 ] [ 衛 生 ] [ 看 護 ]

歯 科 大 学 横浜ク リニック 法 人 短 期 大 学 Ｋ Ｄ Ｃ ㈱



 

 

２．事業の概要 

（１）神奈川歯科大学 

１）第１０５回歯科医師国家試験 

合格率６１．７％（既卒者含む） 

２）学生確保 

平成２４年度入試（充足率 ８１％） 

一般入試２５名、ＡＯ入試１９名、推薦入試９名、同窓生子女枠８名、外国

人留学生３名、海外指定校外国人特別推薦１６名、編入生５名  

３）外国人留学生の受け入れの取組 

①高麗大学と単位互換 

②韓国での入試説明会実施（７、１２月） 

③台湾からの留学生受入（平成２５年度～ １３名の留学生を受入） 

４）８大学連携事業 

「口腔医学の学問体系の確立」に継続して参画 

５）競争的資金の獲得 

① 文科省 科学研究費申請を全教職員に義務付け（平成２３年度より） 

② 競争的資金獲得促進委員会による補助による申請促進 

６）大学院歯学研究科改革 

① 講座分野の大学院への移行準備（平成２５年度より移行） 

② 横須賀湘南地域災害医療歯科学研究センターの立ち上げ 

文部科学省「戦略的研究基盤形成支援事業」が採択され、学内の約４０の研究

プロジェクトが形成され災害医療歯科学に関する研究を進めることとなった 

７）教員数の適正化 

歯学部の分野別定員を適正化する指針を提案 

８）生涯研修事業 

高齢社会の歯科治療、咬合診断に必要な基礎知識（初級コース）などを開催 

９）総合教育部の設立 

歯学教育研究に特化した総合教育部を設立 

学士課程教育を根本的に見直し、新カリキュラムを策定（平成２５年度～実施） 

 

（２）神奈川歯科大学大学院歯学研究科 

 １）研究 

   ① 現在までに２１講座が設置運営されている。 

   ② 地域貢献を目的とした社会歯科系テーマとして災害と歯科医療の充実を掲げ、文 

部科学省「戦略的研究基盤形成支援事業」に採択され、大学院横断的な取り組み 

として講座の枠を超えて研究を展開 

    ２）教育 

   ① ＩＣＴ講義室の整備 



 

 

      ② 医学英語の導入を準備するためのカリキュラム改正 

      ③ 災害医療歯科学講座の開設 

      ④ 臨床コース「高度臨床口腔医学講座」の開設準備（横浜クリニック） 

    ３）組織 

      ① 歯学部専任から大学院専任への移行準備 

      ② 独立した事務室の設置 

 

（３）湘南短期大学 

【歯科衛生学科】 

１）入学生確保 

  平成２５年度入学生 １０８名（前年度比３５％増加） 

２）教育の改善 

  平成２４年度歯科衛生士国家試験 合格率１００％（５年間連続１００％達成） 

【看護】 

１）入学生確保 

  入学試験倍率平均５倍を維持 

２）教育の改善 

  第１０２回看護師国会試験 ７８名合格（合格率８２．１％） 

 

【教学関係】 

  ①目安箱の設置 

②受講中のルールの徹底 

③学生への緊急連絡の充実 

④FD研修会の開催 

  ⑤「入学試験要項」、授業評価アンケート時期の見直し 

    

（４）附属病院 

１）院内教育改革 

【臨床実習】 

前年度より継続中の事業の充実を図るとともに、新たに以下の事業を行った 

① SOAPシステムの導入準備 

 平成 25年度の導入に向けてプロジェクトチームを立ち上げ準備を進めた 

② 臨床実習Ⅱにおける統合講義の実施 

臨床の視点に立って基礎から応用までの一連の流れを強く意識した統合講義

を導入 

 

【卒後研修】 

前年度より継続中の事業の充実を図るとともに、新たに以下の事業を行った 



 

 

① 訪問診療の導入 

② 横浜クリニックとの交流強化 

 

２）医療改革 

① メインテナンスン科の新設 

一般社会の健康志向の高まりに、予防を求める風潮に応えるため、歯科衛生学

科の協力を得てメインテナンス科を新設 

② 医事システムの自社開発の検討 

・現行医事システムの改善 

・カルテ記載（POS）の適正化と指導 

・保険請求の適正化と指導 

③ 物品管理システムの導入 

KDC㈱と共同でコード化による物品管理システムの導入準備を行った 

④ 駐車場の拡張 

本学の空きスペースを病院駐車場として開放し利便性を向上させた 

 

３）その他 

  ① 新病院設立準備 

平成 27年度の新病院設立に向けて収支の均衡、経営の合理化を進めた 

 

（５）横浜クリニック 

１）患者サービスの向上 

① 売店の充実 

② 地域医療連携の促進 

 地域医療連携・広報室の設置 「医療連携室レター」創刊（３カ月ごと） 

③ 新規医療分野の展開と先進医療の促進 

消化器内科設置（内視鏡検査室新設） 

 循環器内科、糖尿病代謝内科の設置 

 睡眠呼吸障害外来の設立 睡眠時無呼吸症候群の診療を開始 

２）支出削減 

① バーコード化による物品管理 

② 業務委託契約の抜本的見直し 対前年度比△２２％削減 

３）医療収入の改善 

診療体制縮小により医科部門は大幅減収となったが、歯科部門の増収と内科の強

化（消化器内科の設立）等により、対前年度△０．４％の横ばいを維持 

４）職員の意識改革 

① 自己申告による個人別到達目標の設定と評価 

② 診療科別事業計画の提出と前年度実績に基づく予算配分 



 

 

５）人事制度の改革 

① 事務系職員の職務内容の総点検と適正配置 

② 附属病院（横須賀）との人事交流 

③ 医員規程の改定の実施 

④ 横浜クリニック独自の評価基準による人事制度：職・階・給与体系の構築 

６）教育研修の改革 

① 労働者としての研修歯科医の教育 中央消毒滅菌業務参加等 

② 大学附属機関として研究部門の強化：臨床研究を中心にした大学院の開講準備 

 「高度先進臨床口腔医学講座」開講 

③ 医科歯科合同のカンファレンスの実施 

 

（６）施設設備関係 

１）図書支出 

歯科大        ２０，７０３，９６０円 

短 大         ２，３５４，２１２円 

２）構築物支出 

歯科大               ４，０８４，５００円  グラウンド飛球防止ネット整備 

３）教育研究用機器備品支出 

歯科大              １９，２３０，７１１円  教室棟プロジェクター等整備 

短 大               ３，７９５，４４６円  実習用備品購入 

附属病院             １１，５８４，２４９円  診療用備品整備 

横浜クリニック       ４８，５７５，９９７円  内視鏡システム等整備 

４）その他の機器備品支出  １，７８０，２３４円 



収入の部

科

学生生徒等納付金収入
授業料収入

入学金収入

目

資金収支計算書
平成24年 4月 l日 から

平成25年 3月31日 まで

予 算

3,978, 050,000 

2, 979, 730, 000 

121, 500, 000 

I 117,990,000 I 

（単位円）

決算 1 差 異

王百玄白石而了寸 11, 000 

2, 979, 724, ooo I 6, ooo 

121,500,000 i 0 

117,990, ooo I o 実験実習料収入

施設設備資金収入 一一 1 453,530,000」一一 453, 525, 000 ~ －一一 5,000 
歯学教育充実資金収入

手数料収入

入学検定料収入

試験料収入

証明手数料収入

寄付金収入

特別寄付金収入

一般寄付金収入

補助金収入

国庫補助金収入

地方公共団体補助金収入

資産運用収入

受取利息 ・配当金収入

施設設備利用料収入

為替差益収入

事業収入

補助活動収入

受託事業収入

公開講座収入

医療収入

雑収入

入院収入

外来収入

その他医療収入

廃品売却収入

私立大学退職金財団交付金収入

研究関連収入
その他の雑収入

前受金収入

授業料前受金収入

入学金前受金収入

実験実習料前受金収入

施設設備資金前受金収入

歯学教育充実資金前受金収入

その他の収入

退職給与引当特定預金からの繰入収入

前期末未収入金収入

貸付金回収収入

預り金受入収入

仮払金回収収入

資金収入調整勘定

期末未収入金

前期末前受金

前年 度 繰越支払資金
収入の部合計

L一一一一 305,300,000 i 
I 35,440,ooo I 
I 19,940,000 I 

14, 780,000 

720, 000 

26, 000, 000 

14,000,000 

12, 000,000 

476, 640, 000 

474, 190, 000 

2,450,000 I 
53, 500,000 

19,000,000 I 

34, 500, 000 

0 

40,850,000 

26, 250,000 

11, 600, 000 

3, 000, 000 

2, 170, 880, 000 

213,970, 000 

1, 943, 650, 000 

13, 260,000 

313,230,000 

i 3, 050, ooo I －－  I 257, 130, 000 I 

20, 000, 000 

33, 050,000 

558, 380, 000 

214, 100,000 

88,000,000 

20,430,000 

43,400,000 

192,450,000 

l, 911, 070, 000 

5,850,000 

605, 700,000 

9, 520,000 

1, 200,000,000 

3Q5, 300, 000 ~ - 0 
32, 200,200 3, 239,800 

17, 390,000 I 2,550,000 

14, 175, 500 I 604, 500 

634, 100 I 85, 300 

28,096, 100 I ム 2,096, 700 

16,440, 100 I ム 2,440, 700 

11, 656, ooo I 344, ooo 

4 76, 123, 188 I ム 83,188 

474, 194,ooo Iム 4,000 

2, 529, 188 I 79, 188 
一一97, 059,580 I乙＂＇ 43, 559, 580 

22, 569,485 Iム 3,569, 4喧
37, 913, 187 ム 3,413, 187 

36, 576,908 ム 36,576,908 

43, 338, 219 I ム 2!488,219

25, 846, 857 I 403, 143 

14, 422, 862 I t:-.. 2, 822. 862 

3, 068,500 I ム 68,500 

2, 196, 812, 583 I ム 25,932,583

175,597,942 I 38,312,058 

2,001, 403,949 Iム 63,753,949 

13,810,692 Iム 550,692

336, 643, 711 1 ム 23,413,711

3,487, 261 l ム 437,261

275,620, 280 ム 18,420,280

19,171,000 I 829,000 

38, 365, 170 Iム 5,315, 170 

603,572,500 Iム 45,192, 500 

224, 242, 500 lム 10,142, 500 

98, 700,000 iム 10,700, 000 

21,455,ooo Iム 1,025, 000 

45,975,000 iム 2,575, 000 

213, 200,000 iム 20,750,000 

l, 776,229,406 I 134,840, 594 

4, 432, 875 I 1, ,111, 125 

607,938,872 Iム 2,238, 872 

9, 781,800 Iム 261,800

1,079, 549,645 I 120,450, 355 

74, 526,214 I 15,473, 786 90,000,000 

ム 1,155, 430, 000 ム 1,204, 026, 101 I 48, 596, 1ot 

ム 408,240,000 Iム
ム 747,190, ooo Iム

2, 606, 130, 000 !. 

11,014, 740, 000 I 

456, 801, 101 I 48, 561, 101 

747, 225, ooo I 35 ooo 
2, 606, 127, 363 I 一一一二二二二士一一::c~·

10, 970, 815, 749 43, 924, 251 



（単位円）

支 出 σコ 音日

手ヰ 目 予 算 決 算 差 異

人件費支出 3, 841, 230, 000 3,844, 014, 724 ム 2, 784, 724 

教員人件費支出 1, 720, 900, 000 1, 710, 785,637 10, 114, 363 

職員人件費支出 1, 766, 700, 000 1, 755,478,886 11, 221, 114 

役員報酬！支出 36, 420, 000 38, 614, 731 ム 2, 194, 731 

退職金支出 317, 210, 000 339, 135, 470 ム 21,925,470 

教育研究経費支出 1, 445, 211, 150 I 1, 384,934,335 60, 276,815 

薬品材料費支出 14, 610,000 14, 084, 101 525, 899 
消耗品費支出 176,560, 000 138,091, 048 38,468,952 

光熱水費支出 220,830, 000 204,209, 223 16, 620, 777 

旅費交通費支出 25, 140, 000 28, 385,659 ム 3, 245, 659 

福利費支出 9, 940, 000 9, 019, 534 920, 466 

印刷製本費支出 25, 847, 850 22,623,333 3, 224,517 

図書新聞費 43, 740, 000 48,827,856 ム 5,087,856 

通信運搬費支出 7, 810, 000 7, 262, 602 547,398 

修繕費支出 73,332,980 74,481,560 ム 1, 148, 580 

会費支出 6, 610, 000 9, 750, 764 ム 3, 140, 764 

公租公課支出 300,000 0 I 300, 000 

損害保険料支出 1, 130, 000 703, 050 426, 950 

補助金支出 1, 000, 000 1,000, 000 。
会議接待費支出 3,370,000 I 3,587,437 ム 217,437 

手数料 ・報酬支出 5, 610, 000 5,968, 375 I ム 358, 375 

業務委託費支出 379,490, 320 429, 101, 405 6. 49, 611, 085 

賃借料支出 90,900,000 60,913, 501 29, 986, 499 

奨学費支出 105, 830, 000 79,090,000 26, 740,000 

雑費支出 15, 200, 000 8, 083, 292 7, 116, 708 

医療経費支出 237,960, 000 239, 751, 595 ム 1, 791, 595 

薬品材料費支出 232,900, 000 233,802, 031 ム 902,031 

医療用消耗備品支出 1, 200, 000 2,465, 646 ム 1, 265, 646 

患者給食材料費支出 3, 860, 000 3,483,918 376,082 

管理経費支出 726,628, 376 662, 008, 176 64, 620, 200 

消耗品費支出 31, 912, 790 32, 792,415 i ム 879, 625 

光熱水費支出 22, 032,668 22, 768,439 I ム 735, 771 

旅費交通費支出 11, 155, 905 11, 774, 973 ム 619, 068 

福利費支出 11, 321, 518 10, 017, 553 1,303,965 

印刷製本費支出 25, 220, 000 15, 020, 235 10, 199, 765 

通信運搬費支出 15, 816, 109 15, 519,004 297 105 

修繕費支出 21, 043, 715 14,831,547 6, 212, 168 

広告費支出 54, 126, 200 50,932,944 3, 193, 256 

被服費支出 660, 000 1, 150, 860 ム 490, 860 

会費支出 7, 600, 000 5, 540,532 2, 059, 468 

公租公課支出 33, 750, 000 36, 110, 495 ム 2, 360, 495 

損害保険料支出 3, 105,000 3, 052,950 52,050 

会議接待費支出 8,082, 792 6, 649, 598 1,433,194 

手数料 ・報酬支出 38, 183, 189 37,889,943 293,246 

業務委託費支出 317,195,509 273,841, 343 43, 354, 166 

賃借料支出 97,425, 781 92, 005,202 5, 420, 579 

私立大学等経常費補助金返還金支出 。 57, 000 ム 57,000 

デリパティブ運用損支出 5, 000, 000 3, 015, 254 I l, 984, 736 

雑費支出 22,997,200 ! 29, 037,879 I ム 6, 040, 679 

施設関係支出 6, 400, 000 4, 084, 500 2, 315, 500 

建物支出 6, 400, 000 o I 6, 400, 000 

構築物支出 o I 4, 084, 500 ム 4, 084, 500 

設備関係支出 108, 165, 000 108, 024,809 140, 191 

教育研究用機器備品支出 85, 015, 000 83, 186, 403 1, 828, 597 

その他の機器備品支出 l, 350,000 1, 780, 234 ム 430,234 

図書支出 21,800,000 23, 058, 172 ム 1, 258, 172 

資産運用支出 。 8,695, 090 ム 8, 695, 090 

減価償却引当特定資産への繰入支出 。 8,695, 090 ム 8, 695, 090 

その他の支出 1, 684, 681, 700 1,468,480,914 216,200, 786 

前期末未払金支払支出 293, 000, 000 295,567, 224 ム 2, 567, 224 



（単位円）

科目 l 予算 l 決算 ！ 差異
預り金支払支出 I 1, 250, 000, 000 I 1, 084, 998 350 I 165, 001, 650 

一一一一前払金支払支出 I 21, 681, 100 30, 82s, s13 I ム 9, 146, 913 

仮払金支払支出 l 120, 000, 000 ' 52, 036, 727 67, 963, 273 

仮受金支払支出 I 0 I 5, 050, 000 I ム 5, 050,000 

I < 149, 776, 226 l I ---------I 
［予備費〕 I 223, 774 1--------- I 223, 774 

資金支出調整勘定 ｜ ム 331,120,000 I ム 409,891,947 I 12, 111,947 

期末未払金 ｜ ム 293, 250,000 I ム 365,531, 739 ! 72, 281, 739 

前期末前払金 ｜ ム 43,810,000 I ム 44, 360,208 I 490, 208 

次年度繰 越 支 払 資 金 I 3, 539, 320, ooo I 3, 900, 465, 148 Iム 361, 145, 148 

支 出 の部合計 I 11, 014, 740, ooo I lo, 910, 815, 749 I 43, 924, 251 

（注記）

1. 予備費 149, 776, 226円の使用頒は下記のとおりである。

教育研究経費支出

消耗品費支出 13,870,000円

印刷製本費支出 17,850円

修繕費支出 26,082,980円

損害保険料支出 30,000円

業務委託費支出 1, 810, 320円

雑費支出 2,500, 000円

管理経費支出

消耗品費支出 3, 632, 790円

光熱水費支出 22,668円

旅費交通費支出 1,935,905円

福利費支出 3,401,518円

通信運搬費支出 216, 109円

修繕費支出 6,963, 715円

広告費支出 9, 286, 200円

損害保険料支出 225, 000円

会議接待費支出 1, 682, 792円

手数料 ・報酬支出 18, 853, 189円

業務委託費支出 21, 155, 509円

賃借料支出 14, 675, 781円

雑費支出 19,937,200円

設備関係支出

教育研究用機器備品支出 l, 795,000円

その他の支出

前払金支払支出 l, 681, 700円

d口'.>. 計 149, 776,226円



I向 費 収 入 の 音日

不I・ 目

学生生徒等納付金

授業料

入学金

実験実習料

施設設備資金

歯学教育充実資金

手数料

入学検定料

試験料

証明手数料

寄付金

特別寄付金

一般寄付金

現物寄付金

補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

資産運用収入
- .・

受取利息 ・配当金

施設設備利用料

為替差益

事業収入

補助活動収入

受託事業収入

公開講座収入

医療収入

入院収入

外来収入

その他医療収入

雑収入

廃品売却収入

私立大学退職金財団父付金

研究関連収入

徴収不能引 当金戻 し入れ

その他の雑収入

帰 属 l収 入 l口'.¥._ 

基 本金組入額 l口込 計

t首 費収 入 の 音日 l口'.¥._ 

消費収支計算書
平成24年 4月 1日 から
平成25年 3月31日 まで

予 算
3,978, 050,000 

2,979, 730,000 

121, 500, 000 

117,990,000 

453,530,000 

305,300,000 

35,440,000 

19, 940, 000 

14, 780,000 

720, 000 

28, 580,000 

14, 000,000 

12, 000,000 

2, 580,000 

476,640, 000 

474, 190, 000 

2,450, 000 
一ー一L

49, 250,000 

14 750,000 

34, 500,000 。
40,850,000 

26, 250,000 

11, 600, 000 

3, 000, 000 

2, 170, 880, 000 

213,970, 000 

1, 943, 650, 000 

13, 260,000 

313, 230,000 

3,050,000 

257, 130, 000 

20, 000,000 。
33,050,000 

7,092, 920，。。。
ム 40,980,000 

丁 7, 051,940,000 
ム

（単位円）

決 算 差 異

3,978,039,000 11, 000 

2,979, 724,000 6, 000 

121,500, 000 。
11 7' 990, 000 。
453, 525, 000 5, 000 

305,300, 000 。
32, 200,200 3, 239,800 

17, 390,000 2, 550, 000 

14, 175, 500 604, 500 

634, 700 85, 300 

43, 254,245 ム 14,674,245 

16,440, 700 ム 2, 440, 700 

11,656,000 344, 000 

15, 157' 545 ム 12, 577,545 

476, 723, 188 ム 83, 188 

474, 194,000 i ム 一一 4, 000 

2, 529, 188 どエ 79, 188 

97, 059,580 ム 47, 809, 580 

22, 569,485 I ム 7, 819, 485 

37, 913, 187 /:':; _3, 413, 187 

36, 576,908 ム 36, 576, 908 

43, 338,219 ム 2, 488, 219 

25,846,857 403, 143 

14,422,862 ム 2, 822, 862 

3,068, 500 ム 68, 500 

2, 196, 812, 583 6 25,932,583 

175,597,942 38, 372, 058 

2, 007,403,949 ム 63, 753, 949 

13,810,692 ム 550, 692 

338,083, 631 ム 24,85_3, 631 

3,487, 261 ム 437, 261 

275,620, 280 ム 18, 490, 280 

1,439, 920 ム l,439, 920 

38, 365, 170 ム 5,315, 170 

1, 205, 510,646 Tム ー i12,s90扇子
28, 283,397 ム 12, 696, 603 

7, 177, 227, 249 ム 125, 287, 249 



（単位円）

消費’支出の部

科，目 予算決算差異

人件費 3,835, 390,000 3,839, 581,849 [ 三一一－4, 191, 849 

教員人件費 1, 720, 900, 000 1, 710, 785, 637 10, 114, 363 

職員人件費 1, 766, 700,000 I 1, 755,478,886 1ー 11, 221，訂正一
役員報酬 36, 420, 000 38, 614, 731 6 2, 194, 731 

退職金 87, 070,000 下一一－ 88, 551, 741 ム 1, 481, 741 

退職給与引当金繰入額 224, 300, 000 l 246, 150, 854 ム 2 1 ,850,85~ 
教育研究経費 2, 227, 271, 150 I 2, 168, 806, 269 58, 464, 881 

薬品材料費 14, 610, 000 14, 084, 101 525, 899 

消耗品費 176,560,000 I 138,827, 233 37, 732, 762 

光熱水費 220, 830, 000 204, 209, 223 16, 6?0, 777 

旅費交通費 25, 140, 000 28, 385, 659 ム 3, 245, 659 

福利費 9,940,000 9,019, 534 920,466 

印刷製本費 25,847,850 22, 623, 333 3,224, 517 

図書新聞費 : 43, 740,000 48,827,856 ム 5, 087, 856 

通信運搬費 7,810,000 7,262, 602 I 547,398 

修繕費 ! 73, 332,980 I 74,481, 560 1 ム 1-, 148, 580 _ 

会費 I 6,610,000 I 9, 750, 764 I β 3, 140, 764 

公租公課 I 300, ooo o _I 300, ooo 
損害保険料 I 1, 130, ooo I 703, 050 I 426, 950 

補助金 。 1, ooo, ooo i 1, ooo, ooo J o 
会議接待費 3,370,000 I 3,587,437 ム 217, 437 

手数料・報酬 5 610 000 5, 968, 375 ム 358,375 

業務委託費 379,490,320 429, 101,405 ム 49, 611, 085 

賃借料 90,900,000 60,913, 501 29,986,499 

奨学費 105,830,000 79,090,000 26, 740,000 

減価償却額 782 060 000 784 330 529 ム 2, 270,529 

雑費 15, 200, 000 8, 083, 292 7, 116, 708 

医療経費 237, 960, 000 238, 556, 810 ム 596, 810 

薬品材料費 232,900,000 ~32,601, 246 I 292, 754 

医療用消耗備品費 1, 200, 000 2, 465, 646 」 ム 1, 265, 646 

患者給食材料費 I 3, 860, 000 I 3, 483, 918 I 376, 082 

管理経費 ' 836 338 376 卜 川町96 I 66.-14 
消耗品費 I 31, 912, 790 32, 952, 456 6 1, 039, 666 

光熱水費 削 3同 8 1 22, 768,439 lム 7瓦771

旅費交通費 11, 155, 905 」 11, 774, 973 I ム 619,_Q68 

福利費 I 11, 321, 518 10, 017, 553 1, 303, 965 

印刷製本費 25, 220, 000 I 15, 020, 235 10, 199, 765 

通信運搬費 I 15, 816, 109 15, 446, 324 369, 785 

修繕費 21, 043, 715 14, 831, 547 6, 212, 168 

広告費 54 126 200 I 50抑制 3 193 256 

被服費 I 660,000 い川60 Iム 肌型仁
会費 I 7, 600, 000 I 5, 540, 532 2, 059, 468 

公租公課 33, 750, ooo-I 36, 1-1 o, 495 6 2, 360, 495 

損害保険料 3 105 000 3, 052, 950 52, 050 

会議接待費 8, 082, 792 6, 649, 598 1, 433, 194 

手数料 ・報酬 38, 183, 189 37, 889, 943 293, 246 

業務委託費 317, 195, 509 I 273,841, 343 43,354, 166 

賃借料 97, 425, 781 92, 005, 202 5, 420, 579 

私立大学等経常費補助金返還金 0 57, 000 ム 57, 000 

デリパァィブ運用損 5, 000, 000 3, 015, 26'1 1, 984, 736 

減価償却額 109, 710, 000 108, 102, 559 1, 607, 441 

雑費 22, 997, 200 29, 037, 879 ム 6, 040, 679 

資産処分差額 0 168, 115, 400 ム 168, 115, 400 

図書除去H差額 0 168, 115, 400 ム 168, 115, 400 

徴収不能引当金繰入額 3, 500, 000 4, 960, 999 ム l_,_4_()Q,JJ空旦一
徴収不能引当金繰入額 3, 500, 000 4, 960, 999 ム l, 460, 999 

( 146, 299, 526 ) ----------
〔予備費〕 3, 700, 474 I ----------- 3, 700, 474 

消 費支 出の部合計 6,906, 200,000 6,951,662,613 Iム 45, 462, 613 

当 年 度 消 費収入超過額 I 145, 740, ooo 225, 564, 636 I一一一一一一一ー一



前年度繰越消

基本金取崩額

基本金取崩額

翌年度繰越消費支出超過額

予算

9, 342, 950,000 

427, 530, 000 

427,530,000 

8, 769, 680,000 

（注記）

1. 予備費 146, 299,526円の使用額は下記のとおりである。

教育研究経費

管理経費

消耗品費

印刷製本費

修繕費

損害保険料

業務委託費

雑費

消耗品費

光熱水費

旅費交通費

福利費

通信運搬費

修繕費

広告費

損害保険料

会議接待費

手数料 ・報酬

業務委託費

賃借料

雑費

A 
口 l

T
 

－言ロ

（単位円）

「 決算 差 一塁
9, 077,336,993 ｜一一一一一一一 － 

I 回目Q_＼ 一 一てー
352,808, 943 i一一一一一一一一－

8,498,963,414 I 一一一一－一一

13,870,000円

17, 850円

26,082,980円

30,000円

1, 810, 320円

2, 500,000円

3,632, 790円

22,668円

1,935,905円

3,401,518円

216, 109円

6,963, 715円

9,286,200円

225,000円

1,682, 792円

18,853, 189円

21, 155, 509円

14, 675, 781円

19,937, 200円

146,299, 526円
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（単位円）

資産の部

科目
固定資産

有形固定資産

土地
建物

構築物

教育研究機器備品

その他の機器備品

図書

車嗣

その他の固定資産

電話加入権

有価証券

長期貸付金

退職給与引当特定預金

減価償却引当特定資産

施設設備充実引当特定預金

第 3号基本金引当特定預金

流動資産

現金預金

未収入金

資

貯蔵品

短期貸付金

前払金

仮払金

産の

I 

部 合計

本年度末 i 前年度末 ｜ 減

23, 442, 065, 814 I 24, 379, 096, 713 I 6. 937, 030, 899 

16，刊o,449, 833 I 17, 393, 995, 467 I ム ~33, 545,634 
3, 711, 874, 174 I 3, 711, 874, 174 I 0 

9, 491, 282, 744 I 9, 960, 243, 061 Iム 468,960,317

126, 121, 483 : 143, 248, 146 I ム 16,520, 663 

678,415,012 I 970,256,190 I ム 291,841, 178 

23, 285, 828 I 32, 450, 511 I ム~！ 164, 683 
2, 426, 784, 867 I 2, 571, 763, 935 ：ム 144,979,Q68

2, 079, 725 4, 159, 450 ム 2,079, 725 
一一6, 981, 615, 981 i 6, 985, 101, 246 6. 3, 485, 265 

655, 688 I 655, 688 I o 

14, 118, 600 I 14, 118, 600 I o 

460,000 I 8, 207,480 Iム 7,747,480 

2, 319, 852, 289 I 2, 324, 285, 164 Iム 4,432,875
4, 559, 659, 428 I 4, 550, 964, 338 I 8, 695, 090 

869, 976 I 869, 976 I o 

86,000,000 I 86,000,000 I o 

4, 631, 784, 745 l 3, 529, 525, 378 J l,_l旦，＿＿259,3~ 
3, 900, 465, 148 2, 606, 127, 363 I 1, 294, 337, 785 

451, 019, 228 605, 677, 478 1 6. 154, 658, 250 

20, 945,432 20, 310, 198 I 635, 234 

7, 278, 148 I 9, 312, 468 Iム 2,034, 320 

3o, 828, 613 . 44, 360, 208 Iム q,531, 595 
221, 248, 176 I 243, 737, 663 Iム 22,489,487

28, 013, 850, 559 I 21, 908, 622, 091 I 165, 228, 468 



（単位円）

負 債 。コ 部

科 目 本 年度末 前年度 末 増 減

固定負債 2, 319,852,289 2, 324, 285, 164 ム 4,432,875 

退職給与引当金 2, 319, 852, 289 2,324, 285, 164 ム 4, 432,875 

流動負債 1, 081, 944, 811 l_l 166, 131, 501 ム 84, 186, 690 

未払金 373, 001, 255 303,036, 740 69, 964, 515 

前受金 640, 634, 500 789,037, 000 ム 148,402, 500 

預り金 68,309,056 73, 757, 761 ム 5, 448, 705 

仮受金 。 300,000 ム 300,000 

負 債 σコ 音日 iロ泳 三ロ」I 3, 401, 797, 100 3, 490,416,665 ム 88, 619,565 

基 本 金 の 苦日

科 目 本年度末 前年度 末 増 1威
第 1号基本金 32, 421, 016, 873 32, 745,542, 419 ム 324, 525, 546 

第 3号基本金 86, 000,000 86, 000,000 。
第 4号基本金 664, 000, 000 664,000, 000 。
基 本 人豆乙 の 昔日 合計 33, 171, 016, 873 33,495, 542, 419 ム 324,525, 546 

I白 費 収 支差額の 音日

科 目 本年度末 前 年度 末 増 i成
翌年度繰越 I同 費 支 出 超過額 8,498,963,414 I 9, 077, 336,993 どミ 578,373,579 

I南 費’収 支 差額の 部合計 6 8, 498, 963,414 ム 9, 077, 336,993 578,373, 579 

科 自 本年度 末 前年度 末 増 i成
負 債 の 部、 基本金 σコ 音日

及 び消費収支差額の部 l口与 計 28,073,850, 559 27,908,622,091 165, 228, 468 



Ⅰ資産総額 円

内 基本財産 円

運用財産 円

Ⅱ負債総額 円

Ⅲ正味財産 円

一 資産額

（一） 基本財産

１ 土地 ㎡ 円

２ 建物 ㎡ 円

３ 構築物 件 円

４ 機器備品 円

５ 図書 冊 円

６ 車両 円

７ 電話加入権 円

（二） 運用財産

１ 預金、現金 円

現金  現金手許有高 円

普通預金・定期預金 円

２ 積立金 円

３ 有価証券 円

４ 未収入金 円

５ その他 円

資産総額 円

二 負債額

１ 固定負債

（１） 退職給与引当金 円

２ 流動負債

（１） 未払金 円

（２） 前受金 円

（３） その他 円

負債総額 円

正味財産（資産総額－負債総額） 円

平成25年3月31日

財  産  目  録

金    額区    分

3,711,874,17465,917.13

28,073,850,559

16,461,105,521

11,612,745,038

3,401,797,100

70,001.67

113

231,328

9,491,282,744

701,700,840

655,688

126,727,483

2,079,725

24,672,053,459

2,426,784,867

10,324,156

3,890,140,992

6,966,381,693

451,019,228

24,672,053,459

3,900,465,148

14,118,600

28,073,850,559

2,319,852,289

373,001,255

640,634,500

3,401,797,100

280,760,369

68,309,056




